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リハビリ前の注意点

・健康状態を把握するためには、栄養状態の把握や⾷事摂取
状況、定期的な体重測定、バイタルサイン（体温、脈拍、
⾎圧等）測定等が有効。

・家族や他サービス利⽤中に体調不良者、感染疑い者がいない
かを確認する。



個別リハビリの注意点

・職員、利⽤者ともに⼿指衛⽣の励⾏を徹底する。特に個別
リハビリなど利⽤者と接触する前後は、職員の⼿指衛⽣を
徹底する。

・可能な限り同じ時間帯、同じ場所での実施⼈数を減らす。

・清掃を徹底し、共有物(⼿すり等)やリハビリ機器
（マシン、平⾏棒、エルゴメーターのグリップ
など）については必要に応じて消毒を⾏う。



屋外リハビリ時の注意点

・3	密を避ける・フィジカルディスタンシングをとることを意識
して実施する。

・⼈が密集した時間・場所を避けて、外出時間・場所を設定
する。

・セラピスト・利⽤者ともにマスクを着⽤し、話しかける際は
対⾯を避ける。



集団リハビリ時の注意点

・できるだけ集団での実施を避けることが最善。
・やむを得ず実施する際には3密を避ける・フィジカルディスタ
ンシングをとることを意識し、避けられない場合は中⽌する。
・同じ場所で⼀度に⾏う⼈数を制限する。
・利⽤者同⼠は 2m(同じ⽅向を向く場合は最低1m)の間隔を保つ。
・声を出す機会を最⼩限にし、声を出す場合はマスク着⽤や
パーテーション設置を⾏う。



リハビリ時の環境整備

・開窓による換気は 2	⽅向以上で⾏い、⾵の流れができるよう
に各施設状況に合わせて⼯夫が必要。可能であれば定期的な
換気(1時間に1回程度、1回10分程度)を⾏うことが望ましい。

・窓がない場合は、サーキュレーターなどを設置して換気を図る。
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